
専修科目
科目名

（テーマ）
指導
教授

英文学特講Ⅰ
（詩・戯曲）

○ 教 授 道家　英穂

英文学特講Ⅰ
（詩・戯曲）

○ 教 授 末廣　　幹

英文学特講Ⅱ
（小説・翻訳論）

○ 教 授 大久保　譲

英文学特講Ⅲ
（現代イギリス文学）

※

英語学特講Ⅰ
（古期・中期英語）

○ 准 教 授 菊地　翔太

英語学特講Ⅱ
（現代英語）

Ph.D.in Linguistics 小畑　美貴

英語学特講Ⅲ
（言語理論）

※

英語学特講Ⅲ
（音声学）

○ 教 授 三浦　　弘

英語学特講Ⅲ
（心理言語学）

○ 教 授 Ph.D. 岡部　玲子

米文学特講Ⅰ
（19世紀アメリカ文学）

※

米文学特講Ⅱ
（現代アメリカ文学）

○ 教 授 渡邉　真理子

米文学特講Ⅲ
（近現代アメリカ文学）

○ 教 授 中垣　恒太郎

英米研究特講
（アメリカ研究）

※ 准 教 授 佐々木　優

英米研究特講
（イギリス研究）

○ 教 授 博士（歴史） 石塚　久郎

応用言語学特講
（英語教育学・英語表現論）

○ 教 授 Ph.D.
上村　妙子
       （注1）

応用言語学特講
（英語教育学・通訳論）

○ 教 授 博士（教育学） 田邉　祐司

応用言語学特講
（英語教育学・言語テスト理論）

○ 教 授 博士（教育学） 片桐　一彦

応用言語学特講
（英語教育学・第二言語習得論）

○ 教 授 Ph.D. ロンコープ,ピーター

応用言語学特講
（英語教育学・第二言語習得論）

○ 教 授 ギリズ，ヘイミッシュ

－
英語学特殊問題研究
（認知言語学）

※

－
英語学特殊問題研究
（英語文献学）

※

■指導教授の選択について

令和8年度 文学研究科学生募集教員一覧

英語英米文学専攻　修士課程
■専修科目について
・「専修科目」とは、入学後個々に中心として研究する学科目のことを言います。
・入学志願書に記載する「専修科目」は、指導教授の専修科目を記入してください。

注１の教員を指導教授とした場合、令和９年度以降の指導教授が変更となります。

・指導教授は、表中の指導教授欄に〇印の付いている教員の中から選択してください。
　○印の付いていない教員を指導教授として選ぶことはできません。
・担当教員が複数いて、指導教授を決定できない場合は、空欄のままにしてください。

応用言語学

　※印は令和8年度休講科目

担当教員

英文学

英語学

米文学

英米研究



専修科目
科目名

（テーマ）
指導
教授

英文学特殊研究Ⅰ（詩・戯曲） ○ 教 授
道家　英穂
　　　 （注1）

英文学特殊研究Ⅰ（詩・戯曲） ○ 教 授 末廣　　幹

英文学特殊研究Ⅱ ○ 教 授 大久保　譲

英文学特殊研究Ⅲ ※

米文学特殊研究Ⅰ（19世紀アメリカ文学） ※

米文学特殊研究Ⅱ ※

米文学特殊研究Ⅲ（現代アメリカ文学） ※

米文学特殊研究Ⅲ ○ 教 授 中垣　恒太郎

英語学特殊研究Ⅰ（古期・中期英語） ※

英語学特殊研究Ⅱ（言語理論） ※

英語学特殊研究Ⅲ（音声学） ○ 教 授
三浦　　弘
　　　 （注1）

英米文化特殊研究（アメリカ研究） ※

英米文化特殊研究（イギリス研究） ○ 教 授 博士（歴史） 石塚　久郎

応用言語学特殊研究（英語教育学・英語表現論） ○ 教 授 Ph.D.
上村　妙子
       （注2）

応用言語学特殊研究（英語教育学・通訳論） ○ 教 授 博士（教育学）
田邉　祐司
　　　 （注1）

応用言語学特殊研究（英語教育学・言語テスト理論） ○ 教 授 博士（教育学） 片桐　一彦

注２の教員を指導教授とした場合、令和９年度以降の指導教授が変更となります。

応用言語学

注１の教員を指導教授とした場合、令和１０年度以降の指導教授が変更となります。

担当教員

英文学

米文学

英語学

英米文化

■指導教授の選択について
・指導教授は、表中の指導教授欄に〇印の付いている教員の中から選択してください。
　○印の付いていない教員を指導教授として選ぶことはできません。
・担当教員が複数いて、指導教授を決定できない場合は、空欄のままにしてください。
　※印は令和8年度休講科目

令和8年度 文学研究科学生募集教員一覧

英語英米文学専攻　博士後期課程
■専修科目について
・「専修科目」とは、入学後個々に中心として研究する学科目のことを言います。
・入学志願書に記載する「専修科目」は、指導教授の専修科目を記入してください。


